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【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】材料有機化学 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科（材料コース）・4 年次
【担当教員】

太田 道也

【授業目標・教育方針】
有機材料の原料の中心である石油、石炭の精製プロセスや天然原料である油脂化学工業を理解した上で、いくつかの
工業製品について工業的応用例や開発の歴史を知ることができる。また有機材料は、原料の合成と分離・精製、加工
のプロセスを経て製品化される。この原料から工業製品までのプロセスと、材料の熱的性質や力学的性質、電磁気学
的性質、光学的性質について理解できるようになる。

【授業概要】
授業計画を参照のこと。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：伊与田　正彦　著　「材料有機化学」
参考書：園田　昇、亀岡　弘　著　　有機工業化学（化学同人）
妹尾　学、田村　利武、平　長一郎、飯田　隆　編著　有機工業化学（共立出版）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：材料有機化学 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 化石燃料 石炭、石油、オイルシェル、天然ガス
第 2 回 石油化学工業（１） 石油の精製技術
第 3 回 石油化学工業（２） 代表的な石油化学工業製品
第 4 回 高分子材料（１） 各種の高分子材料の概説（１）
第 5 回 高分子材料（２） 各種の高分子材料の概説（２）
第 6 回 油脂化学（１） 油脂化合物の構造
第 7 回 後期中間試験
第 8 回 油脂化学（２） 油脂の工業的応用
第 9 回 界面活性剤（１） 界面の問題と界面活性剤の定義
第 10 回 界面活性剤（２） 界面活性剤工業と原料および性質
第 11 回 界面活性剤（３） 働きと応用
第 12 回 農薬、医薬材料 農薬や医薬などの工業製品の製造と用途
第 13 回 環境問題 有機材料の開発と環境破壊や汚染との関連
第 14 回 有機材料 力学的性質
第 15 回 後期末試験
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